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表面と内側に求める異なる効果を両立 

素早く浸透し、高保湿が続くなめらかな乳液の開発に成功 

メイク・ヘア製品に多く使用されてきた原料と発酵原料で新スキンケア処方 
 

株式会社ナリス化粧品（代表者：村岡弘義 本社：大阪市福島区）は、素早く肌になじみながら、肌表面をなめらかに保ち

つつ、長時間の保湿を実現した乳液の処方確立に成功しましたので、その内容を以下にまとめます。 

 

■研究の背景 

水分と油分の両方を肌に与えることができる乳液は、スキンケア製品のなかでも水分と油分の両方の浸透感や、肌表面のべたつ

き感やなめらかさなど多くが求められるアイテムと言え、乳化技術によってその使用感は大きく左右されます。これまでは、肌の内側

（角層）への浸透性を重視すると肌表面に残る保湿感にもの足りなさを感じることや、肌表面の保湿感を重視するとべたつきが残

り、なめらかさに欠けるといった課題がありました。この研究はその相反する現象を解決し、より心地よく継続して使用できることを目

指して研究をおこなったものです。 

 

■研究内容 

当社では、これまでメイク製品やヘアスタイリング製品などに主にツヤ出しを目的に配合して

きた高粘性のエステル油を細胞膜を緩めることができる乳酸菌により発酵したコメ発酵成分

と組み合わせることで、高い密着性を持つ水中油型の乳液の処方化に成功しました。コメ発

酵成分を乳化剤として使用することで、肌を緩めて浸透効果が高まるとともに、エステル油は

密着性を高めて長時間の保湿を実現しています。 

新処方について、目指した効果が実現しているか否かを

確認しました。まず、保湿の持続性について確認を行いました。30℃

の環境下で蓋をしていないスクリュー管に製剤を入れ、24 時間後の

水分蒸散量を確認しています。（A）はコメ発酵成分、（B）はエス

テル油です。両成分および（A）のみ配合（※（B）の代わりに一般的なエ

モリエント油を配合）した処方は、水分蒸散が抑制されていることがわかり

ました。 

 

 

 

 

次に肌表面のなめらかさを確認するため、摩擦係数を評価しました。

20℃の環境下で人工皮革シートを装着し、研究品を塗布した 5 分

後に評価を行いました。（A）はコメ発酵成分、（B）は、エステル油

です。未配合やそれぞれの成分のみを配合した処方よりも両成分を配

合した処方が摩擦係数が約半分になっていることがわかりました。この

結果から、両成分を配合した新処方は肌表面のなめらかさを実現しな

がら、保湿感も持続することがわかりました。 

 

■今後の研究 

今回これまでになかった成分の組み合わせで心地よく継続使用できるこれまでにない使用感の乳液の開発に成功しました。今

後、この乳液の長期使用者の肌の変化や使用実感を確認していくなど、ヒトでの確認をしていきたいと考えます。 

 

コメ 

News Release 

この資料は、大阪商工記者会、重工記者クラブ・大阪科学・大学記者クラブに配布をしています 

【本件に関するお問い合わせ】 株式会社 ナリス化粧品 経営企画室 広報 横谷(よこたに) 
〒553-0001 大阪市福島区海老江 1 丁目 11 番 17 号 TEL:06-6346-6672 
FAX:06-6346-6569 E-mail:narispr@naris.co.jp HP:www.naris.co.jp 

 
 

各成分配合による水分蒸散率（％）の変化 

各成分配合による動摩擦係数（μ）の変化 
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